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地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●交通と都市の未来形
 第10回
 未来エレベーターコンテスト

連載●お江戸の楽しい歩き方 第5回
 赤羽周辺

連載●異国の目から見たニッポン 第2回
 アメリカ合衆国
 カリフォルニア州編
 ジョン・海山・ネプチューンさん　

 連載●がんばる地方都市 第12回
 福島県郡山市
 連載●おもて菓子 第8回
 じゅうねんシフォンケーキ

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2017年5月31日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.49 に対するご感想をお寄せくだ
さい。奥会津にある会津桐タンス㈱が丁寧に手づくりした
会津桐の茶筒「茶

さ や

綾」を抽選で10名様にお送りします。同
社は、桐の加工技術を継承するために設立された第三セク
ターで、同社の桐の米びつは国際交流基金主催の「新・現
代日本のデザイン100選」に選ばれています。「茶綾」は
多摩美術大学との産官学連携プロジェクトから生まれてき
たスライド式の茶筒で、2013年度のグッドデザイン賞を
受賞しました。桐タンスの気密性が活かされた逸品で、サ
イズは7.5 × 7.5 ×高さ12.5㎝です。

手まりの形をした乗り物に乗って京都の街並
みをゆったり散策する─もしこれが現実に
なったら、体験してみたいと思う人は多いで
しょう。「第10回 未来エレベーターコンテス
ト」で最優秀賞を受賞した作品は、こんなお
しゃれな乗り物を提案した「ひすとりっぷ」
です。最初に行き先と時間を設定すれば、渋
滞を回避しながら目的地までガイド付きで案
内してくれます。歴史的な風景や人物も、ゆ
かりのある場所でバーチャルに再現してくれ
るので、これまでにない観光体験を味わうこ
とができます。

【表紙解説】
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※受賞作品に関する詳しい解説は、以下の Web ページでご覧いただけます。
http://www.toshiba-elevator.co.jp/elv/newsnavi/volumes/contest/2016prize.html

東芝が昇降機事業を開始してから50周年という年に迎えた
2016年度の未来エレベーターコンテストは、なんとこちらも10回目という記念の年。

今回は「 IoT（ Internet of Things）」をキーワードとした実用的なものや、
斬新なアイデアが光るものなど優れた作品が数多く集まり、審査員を悩ませました。

誌上では、そんな難関を突破し、見事、受賞した作品を紹介します！

 特 集 ● 交 通 と 都 市 の 未 来 形

第10回 未来エレベーターコンテスト 
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受賞しました。桐タンスの気密性が活かされた逸品で、サ
イズは 7.5 × 7.5 ×高さ12.5㎝です。
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みをゆったり散策する─もしこれが現実に
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和歌山大学大学院
村松 佑紀（むらまつ・ゆうき）さん
大西 智佳（おおにし・ちか）さん
佐藤 優美（さとう・ゆうみ）さん

和歌山大学
江里口 熙経（えりぐち・よしつね）さん
小幡 萌（おばた・もえ）さん

大枝 柊斗（おおえだ・しゅうと）さん
近藤 和樹（こんどう・かずき）さん
中尾 俊祐（なかお・しゅんすけ）さん

ひすとりっぷ
～あなたと歴史をつなぐモビリティ～

最
優
秀
賞

観
光
都
市
と
し
て
世
界
的
に
も
人
気
の
高
い
京
都
だ

が
、
訪
れ
る
観
光
客
の
多
さ
が
か
え
っ
て
混
雑
の

原
因
と
な
り
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ

こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
「
目
的
地
に
自
律
的
に
進
む
」

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
「
自
由
に
好
き
な
と
こ
ろ
に
赴
く
」

自
動
車
の
機
能
と
を
併
せ
持
っ
た
都
市
型
の
移
動
装
置

「
ひ
す
と
り
っ
ぷ
」
で
あ
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
の
外
観
は
歴
史

的
な
ア
イ
テ
ム
「
手
ま
り
」
が
モ
チ
ー
フ
に
採
用
さ
れ

て
お
り
、
京
都
の
街
に
調
和
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
乗
客
は
行
き
先
、
時
間
等
を
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

上
で
対
話
式
に
設
定
す
る
だ
け
で
よ
い
。
情
報
は
ク
ラ

ウ
ド
に
送
信
さ
れ
、
交
通
状
況
等
を
も
と
に
し
た
最
適

な
ル
ー
ト
を
選
び
出
し
て
く
れ
る
。
こ
う
し
て
ユ
ニ
ッ

ト
は
渋
滞
を
回
避
し
つ
つ
、
乗
客
は
ガ
イ
ド
付
き
の
個

人
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
都
市
内
の
観

光
を
楽
し
み
な
が
ら
目
的
地
へ
と
進
む
。
ユ
ニ
ッ
ト
内

で
は
、
一
般
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
現

在
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
史
跡
も
案
内
す
る
。

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
に
は
当
時
の
風
景
や
人
物
が
再
現
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
で
京

都
の
歴
史
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
京
都
駅
前
に
は
拠
点
と
な
る
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
、
市
内
各
所
に
は
休
憩
所
の
よ
う
な
外
見
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
て
あ
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
自
身
の

バ
ッ
テ
リ
ー
残
量
が
少
な
く
な
る
と
、
自
動
的
に
近
く

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
充
電
を
行
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
走
行
速
度
が
時
速
5
㎞
で
あ
れ
ば
、
約
15
分
の

充
電
で
約
19
時
間
の
走
行
が
可
能
で
あ
る
。

説説説説説説説説説説説説説解解解解解解解解解解解解品品品品品品品品品品品品品
作作作作作作作作作作作作
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今
村 

創
平
さ
ん
　
い
ま
む
ら
・
そ
う
へ
い

建
築
家
、
千
葉
工
業
大
学
創
造
工
学
部
准
教
授

「
提
案
の
密
度
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
完
成

度
、
と
も
に
高
く
評
価
で
き
ま
す
。
参
加
者
が

多
い
と
ア
イ
デ
ア
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

う
ま
く
明
快
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
チ
ー
ム
の

結
束
力
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

谷
口 

守
さ
ん
　
た
に
ぐ
ち
・
ま
も
る

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
社
会
工
学
域
教
授

「
提
案
全
体
の
質
感
、
着
眼
点
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
評
価
が
高

い
作
品
で
す
。
こ
の
よ
う
な
移
動
体
に
実
際
に

乗
っ
て
京
都
の
街
を
回
っ
て
み
た
い
と
思
う
人

は
多
い
で
し
ょ
う
。
和
を
感
じ
る
デ
ザ
イ
ン
も

魅
力
的
で
す
」

K
I
K
I
さ
ん
　
き
き

モ
デ
ル

「
京
都
の
街
を
手
ま
り
の
形
を
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
転
が
っ
て
い
く
様
子
を
想
像
す
る
と
、
わ
く

わ
く
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
街
な
か
に
溶

け
込
む
デ
ザ
イ
ン
も
秀
逸
で
す
し
、
街
角
に
埋

も
れ
た
物
を
発
見
す
る
楽
し
さ
な
ど
、
ア
イ
デ

ア
も
豊
富
で
す
」

桑
津 

浩
太
郎
さ
ん
　
く
わ
づ
・
こ
う
た
ろ
う

株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本
部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
メ
デ
ィ
ア
産
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部 

部
長

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
融
合
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
高
層
ビ
ル
と
大
都
市
で
は
な
く
、

歴
史
と
手
ま
り
を
取
り
上
げ
た
発
想
に
強
く
惹

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
低
速
度
で
街
に
最
適
化

さ
れ
た
移
動
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る
点
も

評
価
で
き
ま
す
」

藤
田 

善
昭
　
ふ
じ
た
・
よ
し
あ
き

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社 

常
務 

統
括
技
師
長

「
こ
の
作
品
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
群
を
抜
い
て
素

晴
ら
し
か
っ
た
点
を
評
価
し
ま
し
た
。
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
内
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が

提
供
さ
れ
、
歴
史
的
な
建
物
や
人
物
が
バ
ー

チ
ャ
ル
に
再
現
さ
れ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
面

白
い
と
思
い
ま
す
」

審

査

員

講

評

後
列
左
か
ら
　
大
西
さ
ん
　
佐
藤
さ
ん
　
小
幡
さ
ん
　
大
枝
さ
ん

前
列
左
か
ら
　
江
里
口
さ
ん
　
近
藤
さ
ん
　
村
松
さ
ん
　
中
尾
さ
ん

２
０
２
０
年
の
日
本
で
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す

ま
す
観
光
客
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
観
光
に
こ
そ
Ｉ
ｏ
Ｔ
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
私
た
ち
が
注
目
し
た
の
は
京
都

で
す
。
金
閣
寺
や
銀
閣
寺
、
伏
見
神
社
や
池

田
屋
事
件
な
ど
、
京
都
に
は
歴
史
的
に
貴
重

な
場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

観
光
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
京
都
は
非
常
に
高
い

位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
大
勢
の
観
光
客
が
押

し
寄
せ
る
た
め
に
混
雑
し
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

混
雑
の
緩
和
に
役
立
ち
、
か
つ
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

こ
の
「
ひ
す
と
り
っ
ぷ
」
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ト
ン
メ
コ
者
賞
受
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行
が
可
能
で
あ
る
。

説解品
作



首都大学東京大学院

吉川 学志（きっかわ・たかし）さん

電梯の解体
エレベーター

優
秀
賞

前
回
の
「
シ
ブ
ヤ
ヤ
マ 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
で
の
審
査
員
賞
に
続
き
、

今
回
は
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
発
達
し
た
世
界
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
い
う
四
角
い
箱
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

　
私
が
着
目
し
た
の
は
、
出
入
口
の
部
分
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構

造
を
工
夫
し
、
ド
ア
の
代
わ
り
に
空
気
膜
を
用
い
れ
ば
、
全
方
向
ど
こ

か
ら
で
も
開
閉
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
可
能
性
が
広

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

トトトトトトトト
ンンンンンンンンンン

メメメメメメメメメメ
ココココココココココ

賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
者者者者者者者者者者者者者

受受受受受受受受受受受受受

現
在
、
多
く
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ロ
ー

プ
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
釣
り
合

い
お
も
り
や
か
ご
用
レ
ー
ル
等
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

２
辺
も
し
く
は
３
辺
が
塞
が
れ
て
し
ま
い
、

残
り
の
部
分
に
し
か
扉
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
お
も
り
や
レ
ー
ル

の
位
置
を
対
角
線
上
の
四
隅
に
配
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
４
辺
の
ど
こ
か
ら
で
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
を
可
能
に
し
た
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
４
辺
は
セ
ン
サ
ー
を

内
包
し
た
塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
空
気
膜
で
覆

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ド
ア
と
し
て
機

能
す
る
。
到
着
時
に
は
天
井
面
に
設
け

ら
れ
た
感
知
セ
ン
サ
ー
が
乗
客
の
動
き
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
空
気
膜
に
伝
え
、
乗
客
は

降
り
た
い
方
向
に
身
体
を
向
け
て
い
れ

ば
、
そ
の
方
向
の
空
気
膜
内
の
空
気
が
自

動
的
に
調
整
さ
れ
て
ド
ア
と
し
て
開
閉
す

る
。
空
気
膜
は
通
路
部
分
に
も
延
長
さ
れ

て
お
り
、
最
適
の
動
線
へ
と
誘
導
し
て
く

れ
る
た
め
、混
雑
時
で
も
乗
降
客
は
ス
ム
ー

ズ
に
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
る
。

説説説説説説説説説説説説説
解解解解解解解解解解解解

品品品品品品品品品品品品
作作作作作作作作作作作作作
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東京大学大学院

川崎 光克（かわさき・みつよし）さん

もの縁
えん

マンション
～モノから生まれるヒトの縁～

審
査
員
賞

宇都宮大学大学院
鹿野 桃佳（しかの・ももか）さん
野原 康弘（のはら・やすひろ）さん

宇都宮大学
三浦 彩（みうら・あや）さん

水落 夏緒（みずおち・なお）さん

あいむーぶ

iMove

審
査
員
賞

写真左から　水落さん　鹿野さん　三浦さん　野原さん

都
市
部
の
希
薄
化
し
た
人

間
関
係
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
結
び
つ
け
、
そ
れ

に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
回
復
を
図
る
の
が
「
も

の
縁
マ
ン
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

「
も
の
縁
マ
ン
シ
ョ
ン
」
で

は
、
リ
ニ
ア
式
の
小
型
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
マ
ン
シ
ョ
ン
内

を
上
下
左
右
自
由
に
動
き
回

れ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人

は
、
シ
ェ
ア
し
て
も
よ
い
所

有
物
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め

ク
ラ
ウ
ド
に
登
録
し
て
お
き
、

例
え
ば
牛
乳
を
飲
み
た
い
人

が
い
れ
ば
、
飲
ん
だ
分
だ
け

の
料
金
を
支
払
え
ば
よ
い
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

説
解
品
作

「
i
M
o
v
e
」は
、
外
部
空
間
と
内

部
空
間
、
ま
た
は
出
発
地
か
ら

目
的
地
ま
で
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
超
伝

導
を
使
っ
た
浮
遊
走
行
シ
ス
テ
ム
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
歩
道
下
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
磁
気
レ
ー
ル
の
上
を
時
速
5
㎞
で
自
在

に
移
動
し
て
い
く
（
専
用
レ
ー
ン
を
使
っ

て
時
速
10
㎞
で
走
行
す
る
こ
と
も
可
能
）。

「
i
M
o
v
e
」
は
I
o
T
技
術
を
活
用
し
、

最
短
経
路
の
探
索
や
混
雑
の
回
避
、
個
人

の
趣
向
に
合
致
し
た
情
報
の
提
示
も
行
っ

て
く
れ
る
。

説解品
作
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首都大学東京大学院

吉川 学志（きっかわ・たかし）さん
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審
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、

今
回
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く
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で
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、
大
変
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れ
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ま
す
。
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回
の
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で
は
、
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ｏ
Ｔ
の
発
達
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で
エ
レ
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い
う
四
角
い
箱
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

　
私
が
着
目
し
た
の
は
、
出
入
口
の
部
分
で
す
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エ
レ
ベ
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タ
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の
構

造
を
工
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、
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わ
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膜
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全
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、
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の
可
能
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が
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で
は
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で
し
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う
か
。
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現
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プ
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て
お
り
、
釣
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お
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や
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等
の
ス
ペ
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を
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す
る
必
要
が
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る
。
そ
の
た
め
、

２
辺
も
し
く
は
３
辺
が
塞
が
れ
て
し
ま
い
、

残
り
の
部
分
に
し
か
扉
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
お
も
り
や
レ
ー
ル

の
位
置
を
対
角
線
上
の
四
隅
に
配
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
４
辺
の
ど
こ
か
ら
で
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
を
可
能
に
し
た
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
４
辺
は
セ
ン
サ
ー
を

内
包
し
た
塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
空
気
膜
で
覆

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ド
ア
と
し
て
機

能
す
る
。
到
着
時
に
は
天
井
面
に
設
け

ら
れ
た
感
知
セ
ン
サ
ー
が
乗
客
の
動
き
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
空
気
膜
に
伝
え
、
乗
客
は

降
り
た
い
方
向
に
身
体
を
向
け
て
い
れ

ば
、
そ
の
方
向
の
空
気
膜
内
の
空
気
が
自

動
的
に
調
整
さ
れ
て
ド
ア
と
し
て
開
閉
す

る
。
空
気
膜
は
通
路
部
分
に
も
延
長
さ
れ

て
お
り
、
最
適
の
動
線
へ
と
誘
導
し
て
く

れ
る
た
め
、混
雑
時
で
も
乗
降
客
は
ス
ム
ー

ズ
に
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
る
。

説
解

品
作



M
み ら い

iRaIの
健康エレベーター

早稲田大学
土屋 京史（つちや・あつし）さん

ビジュアルエレベーター
～脈打つ都市へ～

筑波大学

片山 茜（かたやま・あかね）さん
小又 暉広（こまた・あきひろ）さん
古川 真由（ふるかわ・まゆ）さん
飯野 雅貴（いいの・まさき）さん
友常 果歩（ともつね・かほ）さん

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」
は
、

「
曲
が
る
モ
ニ
タ
ー
」「
折

り
畳
め
る
モ
ニ
タ
ー
」

の
技
術
を
応
用
し
、
内

部
空
間
を
す
べ
て
モ
ニ

タ
ー
で
覆
っ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
モ
ニ
タ
ー

に
は
、
I
o
T
技
術
の
活

用
に
よ
り
、リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
ア
ド
バ
タ
イ
ズ

メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
3
本
柱
と
す

る
、
乗
客
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
映
像
が
展
開

さ
れ
る
。
ビ
ル
全
体
も

モ
ニ
タ
ー
で
覆
え
ば
、

そ
の
外
壁
を
伝
う
よ
う

に
設
置
さ
れ
た
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
、
壁
面
を

楽
し
む
乗
物
へ
と
変
化

す
る
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
日
本
で

は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。「
M
i
R
a
I

の
健
康
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

は
、
体
重
、
皮
膚
温
な

ど
の
デ
ー
タ
を
自
動
測

定
す
る
身
体
的
健
康
管

理
機
能
、
乗
客
の
好
む

話
題
を
話
し
か
け
る
こ

と
で
心
に
よ
い
働
き
を

も
た
ら
す
心
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
機
能
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
示

し
て
く
れ
る
社
会
的
健

康
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
備

え
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
乗

客
は
、
日
常
の
健
康
管

理
が
可
能
に
な
る
。

説解品
作

説
解
品
作

写真左から　片山さん　飯野さん　小又さん　友常さん　古川さん

審
査
員
賞

特
別
賞
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活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
表
彰
式

　
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
は
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ 

常
務 

統
括
技
師
長
の
藤
田
善
昭
に
よ
る
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　「
東
芝
の
昇
降
機
事
業
は
、
１
９
６
６
年
に
市
場
に
参
入
し
て
以
来
、

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
、
全
社
を
挙
げ
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
回
で
ち
ょ
う
ど
10

回
目
を
迎
え
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
の
テ
ー
マ
は
〝
Ｉ
ｏ
Ｔ
〞
で
し
た
が
、
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
数
多
く
ご
提
案
い
た
だ
け

た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
挨
拶
終
了
後
に
は
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
金

目
録
が
手
渡
さ
れ
、
次
い
で
受
賞
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
社
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
学
生

か
ら
質
問
の
手
が
挙
が
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

神
経
網
と
し
て
不
可
欠
な
Ｉ
ｏ
Ｔ

　
式
典
の
最
後
に
は
、
今
回
審
査
員
と
し
て
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た

桑
津
浩
太
郎
さ
ん
に
よ
り
「
２
０
２
０
年
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
で
あ
る
。

　「
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
話
題
に
な
り
始
め
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
ま
で
先
行
段
階
に
あ
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
『
マ
シ
ン
・
ツ
ー
・
マ
シ
ン
』

と
呼
ば
れ
、
主
に
自
動
販
売
機
、
メ
ー
タ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
の
分
野
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
遠
隔
監

視
の
用
途
で
す
で
に
１
９
８
０
年
代
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
普
及
し
て
い
く
な
か
で
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
非
常
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
産
業
間
の
軋あ

つ
れ
き轢
な
ど
多
く

の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
重
要
度
が
増
し
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
現
代
に
お
い
て
、

労
働
力
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
確
保
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
自
動
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
頭
脳
と
し
て
の
Ａ
Ｉ
、
手
足
と
し
て
の
ロ
ボ
ッ

ト
、
そ
し
て
神
経
網
と
し
て
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
は

ず
で
す
」

受賞作品の評価ポイントを
語る谷口さんとKIK Iさん

労働力不足が IoT普及の鍵と
語る桑津さん

ず タ労労労労 のＴＴなな労労ま労労労労労労またトずず

プレゼンテーションでは、各作品の
狙い、ポイントが熱く語られた

IoTの普及で
姿を変えるエレベーター
未来エレベーターコンテストの表彰式は、2016年12月12日（月）に東芝府中事務所で開催されました。
当日は、受賞者によるプレゼンテーション、野村総合研究所の桑津浩太郎さんによる記念講演など
が行われ、参加者全員、熱心に耳を傾けていました。

表彰式と記念講演
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。
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イ
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、
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、
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さ
れ
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。
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全
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で
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ば
、

そ
の
外
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を
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よ
う

に
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さ
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た
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
は
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壁
面
を

楽
し
む
乗
物
へ
と
変
化

す
る
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
日
本
で

は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。「
M
i
R
a
I

の
健
康
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

は
、
体
重
、
皮
膚
温
な

ど
の
デ
ー
タ
を
自
動
測

定
す
る
身
体
的
健
康
管

理
機
能
、
乗
客
の
好
む

話
題
を
話
し
か
け
る
こ

と
で
心
に
よ
い
働
き
を

も
た
ら
す
心
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
機
能
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
示

し
て
く
れ
る
社
会
的
健

康
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
備

え
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
乗

客
は
、
日
常
の
健
康
管

理
が
可
能
に
な
る
。

説解品
作

説
解
品
作

写真左から　片山さん　飯野さん　小又さん　友常さん　古川さん

審
査
員
賞

特
別
賞



◉
桑
津 

浩
太
郎
さ
ん

株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
本
部 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
メ
デ
ィ
ア
産
業

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部 

部
長
。
京
都
大
学

工
学
部
数
理
工
学
科
卒
業
。
専
門
は
情
報
通

信
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
事
業

戦
略
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
支
援
。
著
書
に

『
２
０
３
０
年
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）

な
ど
。

◉
谷
口 

守
さ
ん

筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
社
会
工
学
域
教

授
。
京
都
大
学
工
学
部
助
手
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
客
員
研
究
員
、
岡
山
大
学
環
境
理

工
学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
９
年
よ

り
現
職
。
著
書
に
『
あ
り
ふ
れ
た
ま
ち
か
ど

図
鑑
』（
共
著
、
技
報
堂
出
版
）
な
ど
。

◉
今
村 

創
平
さ
ん

建
築
家
、
千
葉
工
業
大
学
創
造
工
学
部
准
教

授
、ア
ト
リ
エ
・
イ
マ
ム
主
宰
。
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
主
な
建
築
作
品

に「
富
士
ふ
た
ば
幼
稚
園
」な
ど
。著
書
に『
現

代
都
市
理
論
講
義
』（
オ
ー
ム
社
）な
ど
。訳
書
と

し
て『
20
世
紀
建
築
の
発
明
』（
鹿
島
出
版
会
）。

◉
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ
ん

モ
デ
ル
。
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部
建
築

学
科
卒
業
。
雑
誌
の
連
載
執
筆
、広
告
・
Ｔ
Ｖ

出
演
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
お
り
、
近
年

は
芸
術
祭
に
作
家
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
活

動
の
領
域
を
広
げ
て
い
る
。
著
書
に『
山
が

大
好
き
に
な
る
練
習
帖
』（
雷
鳥
社
）な
ど
。

◉
藤
田 

善
昭

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社 

常
務 

統
括
技

師
長
。
東
京
大
学
工
学
部
卒
業
。
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
株
式
会
社
技
術
本
部
開
発
部
長
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
担
当
技
師
長
、
技
術
本
部
長
を

経
て
、現
在
に
至
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
新
た
な

可
能
性
が
満
載
！

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ

に
選
ば
れ
た
の
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
。
最
近

よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言

葉
だ
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
持
っ
て
い
る
機
能
を
ど
れ
だ

け
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
を
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
う
ま
く
結
び
つ
け
ら

れ
る
の
か
、
審
査
員
の
間
で
も
気

が
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い

ざ
蓋ふ

た

を
開
け
て
み
る
と
、
各
自
し
っ

か
り
と
こ
の
テ
ー
マ
を
咀そ

し
ゃ
く嚼
し
て
、

興
味
深
い
作
品
群
が
審
査
会
の
机
上
に
並

ぶ
結
果
と
な
っ
た
。

谷
口

　
非
常
に
い
い
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
初

に
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
と
お

聞
き
し
た
時
、
こ
れ
ま
で
の
未
来
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
く

る
学
生
さ
ん
の
専
攻
と
や
や
分
野
が
異

な
る
の
で
、
作
品
が
集
ま
る
か
ど
う
か

心
配
し
た
ん
で
す
が
、
結
果
的
に
は
前

回
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま

し
た
。

今
村

　
私
も
全
体
と
し
て
手
応
え
が
あ

り
ま
し
た
し
、
前
回
よ
り
も
よ
か
っ
た

と
思
う
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
今
回
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
の
は
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実

は
私
も
谷
口
さ
ん
同
様
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い

う
テ
ー
マ
だ
と
発
想
が
限
定
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
懸
念
し
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
は
危
惧
に
終
わ
り
ま
し
た
。

例
年
と
同
じ
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

I
o
T
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
も
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
作
品
が
多
く
集
ま
り
、

審
査
員
を
大
い
に
悩
ま
せ
ま
し
た
。

審
査
を
終
え
た
あ
と
の
座
談
会
で
話
題
に
上
っ
た
の
は
…
…
。

Io
T
の
ト
レ
ン
ド
を

見
通
し
た
作
品
群

谷
口 

守
さ
ん

「
健
康
関
連
の
提
案
が

複
数
あ
っ
た
の
は

時
代
を
反
映
し
て
い
ま
す
ね
」

今
村 

創
平
さ
ん

「
Ｉｏ
Ｔ
が
持
つ
機
能
は
、

非
常
に
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
」

審 査 員 座 談 会審

のの

可
能
性
が
性
が

ｏ
Ｔ

ＩＩ

Ｔ

可可
能
可
能
性

Ｉ
ｏ
Ｔ

能
性
ｏｏｏ
Ｔ
ｏｏ
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今
回
、
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
詳
し
い
桑
津
さ
ん
も
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

桑
津
　
当
初
は
モ
ノ
と
モ
ノ
を
つ
な
げ

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
も
、
今

で
は
人
を
モ
ノ
と
捉
え
て
、
モ
ノ
と
人

と
の
間
で
や
り
と
り
す
る
と
い
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
結
び
つ
け

る
テ
ー
マ
で
は
、
健
康
あ
る
い
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
題
材
と
し
た
作

品
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
人
と
の
接
点
の

部
分
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
学
生
さ
ん
は
世
の
中
の
流
れ

の
先
に
あ
る
も
の
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
ん
だ
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

目
指
せ
！

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
新
た
な
展
開

　
今
回
、
惜
し
く
も
選
に
漏
れ
た
作
品
の

な
か
に
は
、「
Ｉ
ｏ
ｔ
を
用
い
た
精
算
機
能

付
き
ロ
ッ
カ
ー
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
い

う
、
発
想
を
評
価
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
　
今
、
デ
パ
ー
ト
に
よ
っ
て

は
、
買
っ
た
品
物
を
売
り
場
に
預
け
て

お
い
て
、
帰
り
際
に
駐
車
場
の
入
口

で
受
け
取
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
デ
パ
ー
ト
で
は
、
人
が
駐
車
場

ま
で
運
ん
で
く
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の

作
品
の
よ
う
に
、
ど
こ
か
に
品
物
を
入

れ
る
だ
け
で
駐
車
場
や
自
宅
ま
で
自

動
的
に
運
ん
で
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
で

き
た
ら
便
利
で
す
。
デ
パ
ー
ト
に
限
ら

ず
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
い
い

の
で
す
が
、
日
常
の
買
い
物
の
延
長
線

上
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
す
ご

く
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
発
想
が
非
常
に
面
白
い
の
で
す
が
、

発
想
止
ま
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
が
残
念
で
す
。

　
こ
の
作
品
が
選
か
ら
漏
れ
た
理
由
の

１
つ
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
弱
さ
だ
っ
た
。

座
談
会
で
は
、
複
数
の
学
生
で
チ
ー
ム
を

組
み
、
各
自
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
、

共
同
提
案
す
る
と
い
い
の
で
は
、
と
い
う

意
見
も
出
た
。

藤
田
　
専
門
の
異
な
る
学
生
さ
ん
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
仕
上
げ
た
作
品
に
は
、

以
前
か
ら
完
成
度
の
高
い
も
の
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ュ
ア

ル
は
デ
ザ
イ
ン
系
の
学
生
さ
ん
が
担
当

し
、
仕
組
み
は
機
電
系
の
学
生
さ
ん
が

き
ち
ん
と
考
え
て
、
両
者
が
う
ま
く
組

み
合
わ
さ
る
と
い
い
作
品
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
村
　「
ｉ
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
」
も
、
地
球
環
境

デ
ザ
イ
ン
、
シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
、
建

築
の
学
生
さ
ん
が
一
緒
に
や
っ
て
い
ま

す
ね
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
ｉ

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
」
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
作

品
を
決
め
る
議
論
の
な
か
で
は
、〝
未

来
〞
を
謳
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
な
の

で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
発
展
形
を
見

す
え
た
案
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
か
っ

た
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

谷
口
　
僕
は
、
こ
れ
か
ら
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
が

〝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ

ズ
〞
か
ら
〝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

タ
ウ
ン
〞
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

管
理
の
も
と
、
ビ
ル
だ
け
に
限
定
せ
ず
、

ま
ち
全
体
で
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
う

ま
く
活
用
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま
ち
と

の
や
り
と
り
に
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

提
案
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
は
ま
だ
ま
だ
新
た
な
可
能
性

が
あ
り
そ
う
だ
。
今
回
の
提
案
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
け
ば
、
そ
の
延
長
線
上
に

新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

K
I
K
I
さ
ん

「
人
と
人
の
関
係
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
で

ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
ね
」

藤
田 

善
昭

「
こ
れ
か
ら
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
必
要
で
す
」

桑
津 

浩
太
郎
さ
ん

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
縁
の
下
の
力
持
ち
。

陰
で
私
た
ち
を
支
え
て
い
る
ん
で
す
」
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。
著
書
に
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あ
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ま
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ど

図
鑑
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共
著
、
技
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な
ど
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◉
今
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平
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家
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千
葉
工
業
大
学
創
造
工
学
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准
教

授
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ト
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エ
・
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マ
ム
主
宰
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早
稲
田
大
学

理
工
学
部
建
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学
科
卒
業
。
主
な
建
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作
品

に「
富
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ふ
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ば
幼
稚
園
」な
ど
。著
書
に『
現

代
都
市
理
論
講
義
』（
オ
ー
ム
社
）な
ど
。訳
書
と

し
て『
20
世
紀
建
築
の
発
明
』（
鹿
島
出
版
会
）。

◉
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ
ん

モ
デ
ル
。
武
蔵
野
美
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大
学
造
形
学
部
建
築

学
科
卒
業
。
雑
誌
の
連
載
執
筆
、広
告
・
Ｔ
Ｖ

出
演
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
お
り
、
近
年

は
芸
術
祭
に
作
家
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
活

動
の
領
域
を
広
げ
て
い
る
。
著
書
に『
山
が

大
好
き
に
な
る
練
習
帖
』（
雷
鳥
社
）な
ど
。

◉
藤
田 

善
昭

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
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常
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統
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技
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東
京
大
学
工
学
部
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業
。
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芝
エ
レ

ベ
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タ
株
式
会
社
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術
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部
開
発
部
長
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エ
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ベ
ー
タ
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担
当
技
師
長
、
技
術
本
部
長
を

経
て
、現
在
に
至
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
新
た
な

可
能
性
が
満
載
！

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ

に
選
ば
れ
た
の
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
。
最
近

よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言

葉
だ
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
持
っ
て
い
る
機
能
を
ど
れ
だ

け
正
し
く
理
解
し
、
そ
れ
を
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
う
ま
く
結
び
つ
け
ら

れ
る
の
か
、
審
査
員
の
間
で
も
気

が
か
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い

ざ
蓋ふ

た

を
開
け
て
み
る
と
、
各
自
し
っ

か
り
と
こ
の
テ
ー
マ
を
咀そ

し
ゃ
く嚼
し
て
、

興
味
深
い
作
品
群
が
審
査
会
の
机
上
に
並

ぶ
結
果
と
な
っ
た
。

谷
口
　
非
常
に
い
い
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
初

に
「
今
回
の
テ
ー
マ
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
と
お

聞
き
し
た
時
、
こ
れ
ま
で
の
未
来
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
く

る
学
生
さ
ん
の
専
攻
と
や
や
分
野
が
異

な
る
の
で
、
作
品
が
集
ま
る
か
ど
う
か

心
配
し
た
ん
で
す
が
、
結
果
的
に
は
前

回
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
の
で
驚
き
ま

し
た
。

今
村
　
私
も
全
体
と
し
て
手
応
え
が
あ

り
ま
し
た
し
、
前
回
よ
り
も
よ
か
っ
た

と
思
う
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
今
回
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
の
は
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実

は
私
も
谷
口
さ
ん
同
様
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
い

う
テ
ー
マ
だ
と
発
想
が
限
定
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
懸
念
し
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
は
危
惧
に
終
わ
り
ま
し
た
。

例
年
と
同
じ
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

I
o
T
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
も
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
作
品
が
多
く
集
ま
り
、

審
査
員
を
大
い
に
悩
ま
せ
ま
し
た
。

審
査
を
終
え
た
あ
と
の
座
談
会
で
話
題
に
上
っ
た
の
は
…
…
。

Io
T
の
ト
レ
ン
ド
を

見
通
し
た
作
品
群

谷
口 

守
さ
ん

「
健
康
関
連
の
提
案
が

複
数
あ
っ
た
の
は

時
代
を
反
映
し
て
い
ま
す
ね
」

今
村 

創
平
さ
ん

「
Ｉｏ
Ｔ
が
持
つ
機
能
は
、

非
常
に
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
」

審 査 員 座 談 会審

のの

可
能
性
が
性
が

ｏ
Ｔ

ＩＩ

Ｔ

可可
能
可
能
性

Ｉ
ｏ
Ｔ

能
性
ｏｏｏ
Ｔ
ｏｏ



第2回

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
意
義

未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
大
き
く
分
け

て
３
つ
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
私
た
ち
の
会
社

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。「
東
芝
」
の
名
前
は
皆
さ
ん
ご
存

じ
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
て

い
る
弊
社
の
名
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
馴
染
み
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
社
内
の
若
い
技
術
者
た
ち
の

刺
激
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
。
学
生
さ

ん
た
ち
の
年
齢
よ
り
少
し
上
の
彼
ら
は
、
お

そ
ら
く
学
生
時
代
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
て
く
る
皆
さ
ん
と
同
様
に
、
制
約
の
な
い

自
由
な
発
想
で
考
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

未来エレベーターコンテストには、この10年の間に学生さんのユニークな
アイデア満載の作品が数多く寄せられてきました。歴代の最優秀賞受賞
作品を一挙に掲載しますので、お楽しみください！

未 来 エ レ ベ ー タ ー コ ン テ ス ト
歴 代 最 優 秀 賞 作 品 ギ ャ ラ リ ー

未来の小規模都市空間における
移動装置のアイデア

【作品名】「cabillary tube」
【概　要】地下鉄の車両単位で目的地を設定し、
人が乗った車両をそれぞれの目的地に運ぶシステム。

未来の垂直・斜行交通

【作品名】「Hydrovator
─都市を貫く、都市を繋げる─」
【概　要】ガラス強化プラスチックを用いた
チューブエレベーターシステム。

地域を観光で活性化する未来の交通

【作品名】「イカダネット」
【概　要】水陸両用のイカダを移動手段にして
瀬戸内の島々に新しい文化を創造しようとする提案。

地域コミュニティーを活性化する未来の交通

【作品名】「東京水系2030」
【概　要】新たな乗り物〈KURAGE〉を核として、東京の水系ネットワーク
の再構築を図る提案。

第1回

第3回

第4回

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
も

今
回
で
い
よ
い
よ
10
回
目
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
常
務 

統
括
技
師
長
の
藤
田
善
昭
が
、

改
め
て
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
思
い
と

10
年
間
の
変
遷
を
語
り
ま
す
。

10
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
て

藤
田 
善
昭

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ 

常
務 

統
括
技
師
長

主催者メッセージ主催者主
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し
か
し
、
会
社
に
入
る
と
、
ど
う
し
て
も
ル
ー

ル
に
従
っ
た
形
で
物
事
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
仕
事
を
行
う

う
え
で
大
切
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
は
、
そ
ん
な
技
術
者
た
ち
に
、
以

前
は
自
分
に
も
自
由
に
発
想
し
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

日
頃
と
は
、
ま
た
別
の
角
度
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
頭
の
な
か
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
弊
社
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
直

接
活
か
せ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は
無
理
で
あ

る
と
し
て
も
、
学
生
さ
ん
の
新
鮮
な
視
点
で

開
発
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
で
す
。
今
回

の
提
案
に
も
、
私
た
ち
に
は
思
い
つ
か
な
い

ア
イ
デ
ア
が
い
ろ
い
ろ
含
ま
れ
て
い
て
、
参

考
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
性
、
実
現
性
の
あ
る
作
品
が
増
加

　
10
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
の
方
向
性
は
、
か
な
り
定
ま
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
最
初
の
頃
を
振
り
返
る
と
、
実
現
性
が
乏

し
く
、
い
か
に
大
き
な
風
呂
敷
を
広
げ
る
か

を
競
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
10
年
の
間
に
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
応
募
作
品
に
社

会
性
が
強
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
実
現
性
の
あ
る
作
品
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
主
催
す
る
側
の
意
識
と

し
て
も
、
夢
の
よ
う
な
提
案
よ
り
、
あ
る
程

度
技
術
的
な
裏
づ
け
が
あ
る
提
案
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
作
品
を

見
る
と
、
全
体
の
レ
ベ
ル
が
以
前
に
比
べ
て
、

か
な
り
向
上
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

空港と未来交通

【作品名】「ROOT ─Urban Transport ─」
【概　要】東京近郊の都市と羽田・成田空港を地下で結ぶ
超高速貨物輸送シャトルシステム

エネルギー自律都市

【作品名】「NITROGEN
MOBILE STYLE」
【概　要】窒素をアンモニアに変換
する根粒菌と窒素固定菌を使って
エネルギー自律都市の実現を目指
す提案。

エネルギー自律都市

【作品名】「楽しい街 TANO CITY
～エレベータでつながる都市～」
【概　要】エレベーターを食糧生産タワーとし、
都市内で使用する電力は環境発電で賄おうとする提案。

スマートエレベーター

【作品名】「Con vator ─ビルとビルをつなぐ─」
【概　要】どんな場所でも自由に移動できる高齢者向け短距離
移動エレベーターシステム。地域を活性化する、

社会に優しい未来の建築と交通

【作品名】「Vertical Hydrogen City」
【概　要】燃料電池自動車のための水素ステーションの拠点
になり、高齢者にも配慮した都市の提案。

乗って楽しいエレベーター

【作品名】「High Velo-city」
【概　要】自転車の持つ可能性や楽しさを拡張
できる自転車専用高速エレベーター。

第5回第7回

第8回

第6回

第9回

第2回

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
意
義

未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
大
き
く
分
け

て
３
つ
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
私
た
ち
の
会
社

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。「
東
芝
」
の
名
前
は
皆
さ
ん
ご
存

じ
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
て

い
る
弊
社
の
名
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
馴
染
み
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
社
内
の
若
い
技
術
者
た
ち
の

刺
激
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
。
学
生
さ

ん
た
ち
の
年
齢
よ
り
少
し
上
の
彼
ら
は
、
お

そ
ら
く
学
生
時
代
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
て
く
る
皆
さ
ん
と
同
様
に
、
制
約
の
な
い

自
由
な
発
想
で
考
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

未来エレベーターコンテストには、この10年の間に学生さんのユニークな
アイデア満載の作品が数多く寄せられてきました。歴代の最優秀賞受賞
作品を一挙に掲載しますので、お楽しみください！

未 来 エ レ ベ ー タ ー コ ン テ ス ト
歴 代 最 優 秀 賞 作 品 ギ ャ ラ リ ー

未来の小規模都市空間における
移動装置のアイデア

【作品名】「cabillary tube」
【概　要】地下鉄の車両単位で目的地を設定し、
人が乗った車両をそれぞれの目的地に運ぶシステム。

未来の垂直・斜行交通

【作品名】「Hydrovator
─都市を貫く、都市を繋げる─」
【概　要】ガラス強化プラスチックを用いた
チューブエレベーターシステム。

地域を観光で活性化する未来の交通

【作品名】「イカダネット」
【概　要】水陸両用のイカダを移動手段にして
瀬戸内の島々に新しい文化を創造しようとする提案。

地域コミュニティーを活性化する未来の交通

【作品名】「東京水系2030」
【概　要】新たな乗り物〈KURAGE〉を核として、東京の水系ネットワーク
の再構築を図る提案。

第1回

第3回

第4回

２
０
０
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
も

今
回
で
い
よ
い
よ
10
回
目
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
常
務 

統
括
技
師
長
の
藤
田
善
昭
が
、

改
め
て
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
思
い
と

10
年
間
の
変
遷
を
語
り
ま
す
。

10
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
て

藤
田 

善
昭

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ 

常
務 

統
括
技
師
長

主催者メッセージ主催者主
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赤
羽
に
は
台
地
と
谷
と

イ
イ
崖
が
あ
る
！

　
今
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
Ｊ
Ｒ

赤
羽
駅
。
特
に
何
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
賑
わ
っ
て

い
る
印
象
で
す
。「
か
つ
て
駅
前
の

台
地
の
上
に
陸
軍
施
設
が
あ
っ
た
。

戦
後
、
そ
の
跡
地
に
都
内
最
初
の
大

規
模
団
地
が
で
き
て
た
く
さ
ん
の

人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」
と

師
匠
。
そ
の
台
地
の
赤
土
（
赤
埴
）
が

赤
羽
と
い
う
地
名
の
由
来
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
っ
て
。

　
な
ん
で
も
、
赤
羽
付
近
に
は
台
地

と
そ
れ
を
侵
食
し
て
で
き
た
谷
が

３
つ
あ
っ
た
と
か
。
谷
底
に
は
川
や

池
が
あ
っ
た
そ
う
な
ん
で
す
が
、
現

在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
そ
の
面
影

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
亀
ヶ
池
弁
財
天
の
池
は
往
時
を

偲し
の

ん
で
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

そ
し
て
、
台
地
の
上
に
あ
る
静
勝
寺

境
内
は
、
か
つ
て
太
田
道ど

う
か
ん灌
が
築
城

し
た
と
さ
れ
る
稲
付
城
が
あ
っ
た

場
所
な
ん
だ
と
か
。
近
く
に
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
た

崖
が
あ
り
、「
イ
イ
崖
だ
〜
」
と
写

真
を
撮
り
ま
く
る
師
匠
に
釣
ら
れ

た
私
も
ス
マ
ホ
で
パ
シ
ャ
リ
。
師
匠

に
感
化
さ
れ
て
す
っ
か
り
崖
フ
ェ

チ
の
仲
間
入
り
で
す
。

歴
史
と
活
気
が
共
存
す
る
町

　
　
台
地
の
上
か
ら
谷
を
見
下
ろ
せ

る
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
香

第
5
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文
地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

❶こ
の
あ
た
り
に
大
き
な
池
が
あ
っ
た
な
ん
て
！

ま
っ
た
く
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

❷歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
の
に

も
っ
て
こ
い
の
静
か
な
境
内
で
す
。

❸崖
上
は
山
城
を
つ
く
る
の
に
好
立
地
。

太
田
道
灌
が
目
を
つ
け
た
の
も

う
な
ず
け
ま
す
。

❹ど
う
で
す
か
、
こ
の
見
事
な
絶
壁
！

　

写
真
の
撮
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。



8

9
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埼京線

環
七
通
り

中十条赤羽線（旧岩槻街道）

東北本線
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取
神
社
周
辺
で
は
た
く
さ
ん
の
町

猫
に
遭
遇
。
お
デ
ブ
さ
ん
が
多
か
っ

た
の
は
、
き
っ
と
み
ん
な
に
可
愛
が

ら
れ
て
た
っ
ぷ
り
ご
飯
を
も
ら
っ

て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

　
小
休
憩
を
と
っ
た
清
水
坂
公
園

は
、
こ
の
あ
た
り
で
清
水
が
湧
き
出

て
い
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名

前
だ
と
か
。
現
在
は
親
水
公
園
と
し

て
地
元
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
東
側
に
あ

る
清
水
坂
は
江
戸
時
代
に
日
光
御

成
道
（
岩
槻
街
道
）
が
通
っ
て
い
た

場
所
。
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
江

戸
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
江
戸
名
所

図ず

え会
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
崖
べ

り
の
街
道
で
す
。
こ
の
道
を
華
や
か

な
将
軍
行
列
が
通
っ
て
い
た
の
か
～
。

　
十
条
駅
に
た
ど
り
着
く
途
中
に

あ
り
、
十
条
富
士
見
銀
座
商
店
街
に

つ
な
が
る
十
条
銀
座
商
店
街
は
加

盟
約
２
０
０
店
を
誇
る
巨
大
商
店

街
。
お
肉
屋
さ
ん
に
八
百
屋
さ
ん

な
ど
小
さ
な
専
門
店
が
い
く
つ
も

立
ち
並
び
、
ど
こ
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
雰
囲
気
で
す
。
駅
近
く
に
は
大

衆
演
劇
の
芝
居
小
屋
・
篠
原
演
芸
場

も
。
歴
史
と
活
気
が
共
存
す
る
、
魅

力
的
な
町
で
し
た
。

❾
篠
原
演
芸
場

大
衆
演
劇
の
手
書
き
看
板
。

味
が
あ
り
ま
す
。

❻
清し

み

ず

ざ

か

水
坂
公
園

公
園
の
下
に
は
災
害
時

の
た
め
の
水
が
貯
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
。

病
気
療
養
中
の
正
岡
子
規
が
気
晴

ら
し
に
土
筆（
つ
く
し
）を
摘
み
に

来
た
こ
と
を
記
す
石
碑
。

❺
香
取
神
社

上
る
の
は

大
変
で
す
が
、

眺
め
は
最
高
で
す
！

今
回
の
締
め
の
一
句

芳
賀
芳
賀

赤
羽
の
崖
あ
か
き
秋と
き

蟻
忙は
せ

し堀
口

崖
下
り
谷
を
登
っ
て
猫
の
恋

❽
十
条
富
士
見
銀
座
商
店
街
／

　十
条
銀
座
商
店
街

２
つ
の
商
店
街
が
連
な
っ
て
い
る

巨
大
ア
ー
ケ
ー
ド
。	

あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も

魅
力
的
な
お
店
が
…
…
。

お
買
い
物
し
た
〜
い
！

【
参
】戸
越
銀
座
商
店

街
、
砂
町
銀
座

商
店
街
、
そ
し
て
十
条
銀

座
商
店
街
。
３
カ
所
と
も

活
気
が
溢
れ
て
い
て
、
そ

の
様
子
は
よ
く
メ
デ
ィ
ア

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

答
え ❼

清
水
坂

師
匠
の
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
で
地
形
の

高
低
差
を
確
認
。

フ
ム
フ
ム
…
…
。

【
弐
】前
者
は
五
街
道
、

後
者
は
脇
街
道

（
五
街
道
以
外
の
主
要
幹

線
道
路
の
こ
と
）。
日
光

御
成
道
は
別
名
・
岩
槻
街

道
で
、
将
軍
の
日
光
社
参

の
専
用
道
路
で
し
た
。

答
え

た
く
さ
ん
歩
い
た
け
ど

充
実
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

お
疲
れ
様
〜
！

JR十条駅
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赤
羽
に
は
台
地
と
谷
と

イ
イ
崖
が
あ
る
！

　
今
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
Ｊ
Ｒ

赤
羽
駅
。
特
に
何
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
賑
わ
っ
て

い
る
印
象
で
す
。「
か
つ
て
駅
前
の

台
地
の
上
に
陸
軍
施
設
が
あ
っ
た
。

戦
後
、
そ
の
跡
地
に
都
内
最
初
の
大

規
模
団
地
が
で
き
て
た
く
さ
ん
の

人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」
と

師
匠
。
そ
の
台
地
の
赤
土
（
赤
埴
）
が

赤
羽
と
い
う
地
名
の
由
来
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
っ
て
。

　
な
ん
で
も
、
赤
羽
付
近
に
は
台
地

と
そ
れ
を
侵
食
し
て
で
き
た
谷
が

３
つ
あ
っ
た
と
か
。
谷
底
に
は
川
や

池
が
あ
っ
た
そ
う
な
ん
で
す
が
、
現

在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
そ
の
面
影

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
亀
ヶ
池
弁
財
天
の
池
は
往
時
を

偲し
の

ん
で
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

そ
し
て
、
台
地
の
上
に
あ
る
静
勝
寺

境
内
は
、
か
つ
て
太
田
道ど

う
か
ん灌
が
築
城

し
た
と
さ
れ
る
稲
付
城
が
あ
っ
た

場
所
な
ん
だ
と
か
。
近
く
に
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
た

崖
が
あ
り
、「
イ
イ
崖
だ
〜
」
と
写

真
を
撮
り
ま
く
る
師
匠
に
釣
ら
れ

た
私
も
ス
マ
ホ
で
パ
シ
ャ
リ
。
師
匠

に
感
化
さ
れ
て
す
っ
か
り
崖
フ
ェ

チ
の
仲
間
入
り
で
す
。

歴
史
と
活
気
が
共
存
す
る
町

　
　
台
地
の
上
か
ら
谷
を
見
下
ろ
せ

る
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
香

第
5
回

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門人＆文
地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師 匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

❶こ
の
あ
た
り
に
大
き
な
池
が
あ
っ
た
な
ん
て
！

ま
っ
た
く
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

❷歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
の
に

も
っ
て
こ
い
の
静
か
な
境
内
で
す
。

❸崖
上
は
山
城
を
つ
く
る
の
に
好
立
地
。

太
田
道
灌
が
目
を
つ
け
た
の
も

う
な
ず
け
ま
す
。

❹ど
う
で
す
か
、
こ
の
見
事
な
絶
壁
！
　

写
真
の
撮
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。



尺
八
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て

　
今
回
は
、
千
葉
県
鴨
川
市
に
居
を
構
え
る
尺
八
演
奏
家
・
作

曲
家
の
ジ
ョ
ン
・
海
山
・
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん
を
訪
ね
て
、
お

話
を
伺
っ
た
。音
楽
好
き
だ
っ
た
父
親
の
影
響
で
、ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
さ
ん
は
小
学
５
年
生
の
時
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
た
。

彼
が
育
っ
た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は
海
の
街
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

高
校
時
代
は
サ
ー
フ
ィ
ン
に
熱
中
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ー
フ
ィ

ン
が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
進
学
し
た
の
が
ハ
ワ
イ
大
学
。
大

学
で
は
民
族
音
楽
を
専
攻
し
、
南
イ
ン
ド
の
歌
、
ガ
ム
ラ
ン
、

雅
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
音
楽
に
触
れ
た
。

　
あ
る
時
、
レ
コ
ー
ド
で
聴
い
た
尺
八
の
音
に
思
わ
ず
惹
き
つ

け
ら
れ
た
。
自
分
で
も
吹
い
て
み
た
い
と
吹
け
る
人
を
探
し
た
。

あ
い
に
く
大
学
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
近
く
の
本
願
寺
ハ
ワ
イ

別
院
の
お
坊
さ
ん
が
吹
け
る
と
知
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
弟
子
入
り

を
希
望
し
た
。

　「
尺
八
は
１
本
の
竹
で
つ
く
ら
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
楽
器
で
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
吹
き
方
を
変
え
る
だ
け
で
微
妙
に
音
色
が
変

John Kaizan Neptune ●1951年カリ
フォルニア州オークランド生まれ。2歳
の時同州サンディエゴに移り、小学5年生
の時にトランペットを始める。サーフィン
が好きでハワイ大学に進み、民族音楽を
専攻。尺八に魅了され、二度来日した。
その後は日本に住み、演奏・作曲・楽器づ
くりを三本柱に音楽活動を続ける。今で
は、左の写真のような太鼓も手がける。

州都サクラメント
©Aegis Maelstrom

◉
面
積
： 

約
42
万
４
０
０
０
㎢（
日
本
の
約
1.
1
倍
）

◉
地
理
： 

州
都
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
大
都
市
を
擁
す
る
。気
候

は
地
域
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は

地
中
海
性
気
候
で
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
。

◉
言
語
： 

主
と
し
て
英
語
。

◉
交
通
： 

都
市
に
よ
っ
て
は
バ
ス
、
地
下
鉄
、
路
面
電

車
な
ど
が
走
っ
て
い
る
が
、
面
積
が
広
い
た
め
、
自
動

車
が
主
流
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ト
ニ
ー・ベ
ネ
ッ

ト
の
名
曲
「
霧
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
に
登
場
す
る

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
有
名
。

ネプチューンさんの代表作を収録した
アルバム（右）と、愛用の尺八（左）。通常
の尺八と比べて手孔の位置や大きさを
変えるなど、独自の工夫が施されている。

ア メ リ カ 合 衆 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ／ 基 礎 デ ー タ

尺
八
に
込
め
ら
れ
た

魂ソ
ウ
ル

の
響
き

ジ
ョ
ン
・
海
山
・

　
　
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん

尺
八
演
奏
家
・
作
曲
家

❷
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
編
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化
す
る
玄
妙
な
楽
器
な
の
で
す
」

　
す
っ
か
り
尺
八
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん

は
も
っ
と
高
み
を
目
指
し
た
い
と
望
み
、
１
９
７
３
年
に
日
本

を
訪
れ
た
。
京
都
に
住
む
都
山
流
の
三
好
芫げ

ん
ざ
ん山
師
に
入
門
、
１

年
間
尺
八
を
学
ん
だ
。
い
っ
た
ん
ホ
ノ
ル
ル
へ
戻
っ
て
大
学
を

卒
業
し
た
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん
は
、
１
９
７
７
年
京
都
に
戻
る

と
、再
び
師
の
も
と
で
数
年
間
学
び
、師
範
の
資
格
を
得
た
。「
海

山
」
の
名
前
は
こ
の
時
も
ら
っ
た
も
の
だ
。

　
ハ
ワ
イ
大
学
で
院
に
進
み
教
師
と
な
る
道
も
あ
っ
た
が
、
彼

が
選
ん
だ
の
は
日
本
に
残
り
、
尺
八
で
身
を
立
て
る
こ
と
だ
っ

た
。
最
初
は
尺
八
を
教
え
た
り
、
民
謡
の
伴
奏
を
し
た
り
と
尺

八
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
や
っ
た
。
や
が
て
作
曲
も
手
が

け
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ジ
ャ
ズ
の
ア
ル
バ
ム
『
バ

ン
ブ
ー
』
で
１
９
８
０
年
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

最
新
ア
ル
バ
ム
は
24
枚
目
と
な
り
、
今
で
は
、
尺
八
を
手
に

世
界
を
飛
び
回
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

言
外
の
意
味
す
る
も
の

　
そ
ん
な
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん
に
日
本
の
魅
力
を
尋
ね
た
。
す

る
と
彼
は
、
日
本
人
の
優
し
さ
だ
と
答
え
た
。

　「
何
で
も
言
い
合
え
る
、
非
常
に
親
し
い
製
管
師
（
尺
八
を
つ

く
る
人
）
が
い
る
ん
で
す
。
あ
る
時
私
が
、
彼
の
つ
く
っ
た
尺

八
を
吹
き
、
彼
に
つ
い
『
鳴
ら
な
い
こ
と
は
な
い
で
す
が
…
…
』

と
言
っ
た
こ
と
に
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
。
昔
だ
っ
た
ら
ス
ト

レ
ー
ト
に『
こ
れ
は
ダ
メ
で
す
』と
言
っ
た
で
し
ょ
う
。『
…
…
』

で
相
手
に
伝
え
る
日
本
的
優
し
さ
が
自
分
に
も
身
に
つ
い
て

い
て
、
そ
ん
な
日
本
的
優
し
さ
が
私
は
大
好
き
で
す
」

　
日
本
語
に
「
言
外
の
意
を
汲
み
取
る
」
と
い
う
言
い
回
し
が

あ
る
。
こ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
直
接
言
わ
な
い
こ
と
で
相
手

を
傷
つ
け
ず
、
し
か
も
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
、

発
言
者
側
の
姿
勢
だ
。
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん
自
身
が
、
そ
の

微
妙
な
表
現
を
い
つ
の
間
に
か
身
に
つ
け
て
い
た
の
は
、
尺

八
と
い
う
楽
器
を
通
し
て
、
彼
が
日
本
人
の
心
ま
で
を
も
し
っ

か
り
と
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

彼
の
尺
八
が
心
を
打
つ
の
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
に

違
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と

日
本
の
都
市
は

こ
こ
が

　
う
！　そ

れ
ぞ
れ
の
国
に
違
っ
た
よ
さ
が
あ
り

ま
す
。
私
の
育
っ
た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
は
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
で
き
る
い
い
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
の
今
住
ん
で
い
る

房
総
半
島
に
も
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
波
は

違
う
も
の
の
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に
適
し
た
海

岸
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

録
音
な
ど
仕
事
で
行
く
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
こ
は
音
楽
を
や
る
に
は
と
て
も

い
い
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
し

い
ホ
テ
ル
は
別

と
し
て
、
古
い

ホ
テ
ル
に
設
置

さ
れ
た
、
ガ
タ

ゴ
ト
動
く
昔
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。
日
本
に

住
ん
で
い
る
と

気
づ
き
に
く
い

の
で
す
が
、
日

本
で
は
地
方
に

行
っ
て
も
快
適

な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
完
備
さ

れ
て
い
て
、
そ

の
技
術
力
に
は

改
め
て
感
服
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

ネプチューンさんが子どもの頃に暮らしたサンディエゴ。青い海と空が広がるなかに
超高層ビルが立ち並ぶ美しい街だ。

16

尺
八
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て

　
今
回
は
、
千
葉
県
鴨
川
市
に
居
を
構
え
る
尺
八
演
奏
家
・
作

曲
家
の
ジ
ョ
ン
・
海
山
・
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん
を
訪
ね
て
、
お

話
を
伺
っ
た
。音
楽
好
き
だ
っ
た
父
親
の
影
響
で
、ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
さ
ん
は
小
学
５
年
生
の
時
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
た
。

彼
が
育
っ
た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は
海
の
街
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

高
校
時
代
は
サ
ー
フ
ィ
ン
に
熱
中
し
た
。
そ
し
て
、
サ
ー
フ
ィ

ン
が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
進
学
し
た
の
が
ハ
ワ
イ
大
学
。
大

学
で
は
民
族
音
楽
を
専
攻
し
、
南
イ
ン
ド
の
歌
、
ガ
ム
ラ
ン
、

雅
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
音
楽
に
触
れ
た
。

　
あ
る
時
、
レ
コ
ー
ド
で
聴
い
た
尺
八
の
音
に
思
わ
ず
惹
き
つ

け
ら
れ
た
。
自
分
で
も
吹
い
て
み
た
い
と
吹
け
る
人
を
探
し
た
。

あ
い
に
く
大
学
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
近
く
の
本
願
寺
ハ
ワ
イ

別
院
の
お
坊
さ
ん
が
吹
け
る
と
知
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
弟
子
入
り

を
希
望
し
た
。

　「
尺
八
は
１
本
の
竹
で
つ
く
ら
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
楽
器
で
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
吹
き
方
を
変
え
る
だ
け
で
微
妙
に
音
色
が
変

John Kaizan Neptune ●1951年カリ
フォルニア州オークランド生まれ。2歳
の時同州サンディエゴに移り、小学5年生
の時にトランペットを始める。サーフィン
が好きでハワイ大学に進み、民族音楽を
専攻。尺八に魅了され、二度来日した。
その後は日本に住み、演奏・作曲・楽器づ
くりを三本柱に音楽活動を続ける。今で
は、左の写真のような太鼓も手がける。

州都サクラメント
©Aegis Maelstrom

◉
面
積
：	

約
42
万
４
０
０
０
㎢（
日
本
の
約
1.
1
倍
）

◉
地
理
：	

州
都
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
の
大
都
市
を
擁
す
る
。気
候

は
地
域
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は

地
中
海
性
気
候
で
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
。

◉
言
語
：	

主
と
し
て
英
語
。

◉
交
通
：	

都
市
に
よ
っ
て
は
バ
ス
、
地
下
鉄
、
路
面
電

車
な
ど
が
走
っ
て
い
る
が
、
面
積
が
広
い
た
め
、
自
動

車
が
主
流
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ト
ニ
ー・ベ
ネ
ッ

ト
の
名
曲
「
霧
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
に
登
場
す
る

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
有
名
。

ネプチューンさんの代表作を収録した
アルバム（右）と、愛用の尺八（左）。通常
の尺八と比べて手孔の位置や大きさを
変えるなど、独自の工夫が施されている。

ア メ リ カ 合 衆 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ／ 基 礎 デ ー タ

尺
八
に
込
め
ら
れ
た

魂ソ
ウ
ル

の
響
き

ジ
ョ
ン
・
海
山
・

　
　
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
さ
ん

尺
八
演
奏
家
・
作
曲
家

❷
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
編

ネプチューンさんの代表作を収録した



お
金
で
は
買
え
な
い

財
産
を
守
る
！

　「
駅
弁
屋
は
、
電
車
の
窓
が
開
か
な
く

な
っ
た
ら
、
厳
し
い
時
代
に
な
る
。
だ
け

ど
、
従
業
員
と
工
場
は
、
ど
う
や
っ
た
っ

て
お
金
で
は
買
え
な
い
財
産
だ
か
ら
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」

　
闘
病
中
の
父
親
の
言
葉
に
、
当
時
、
東

京
で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
た
小
林
文
紀
さ
ん

は
、
大
正
時
代
か
ら
続
く
老
舗
の
駅
弁

屋
「
福
豆
屋
」
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
。

１
９
９
５
年
４
月
に
入
社
し
た
。

　
し
か
し
父
の
言
葉
ど
お
り
、
駅
弁
屋
は

斜
陽
産
業
。
福
島
県
内
に
４
社
あ
っ
た

駅
弁
屋
が
、
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
姿
を

消
し
て
い
く
な
か
、「
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開

発
か
ら
資
金
繰
り
ま
で
、
な
ん
で
も
や
り

ま
し
た
」
と
、
当
時
の
苦
労
を
心
に
秘
め
、

笑
顔
を
見
せ
る
小
林
さ
ん
。

さ
ら
な
る
苦
労
を
乗
り
越
え
て

　
10
年
前
、
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し

み
に
負
け
ず
、
２
人
の
子
ど
も
を
細
腕
一

つ
で
支
え
て
き
た
小
林
さ
ん
に
、
さ
ら
な

る
苦
難
が
襲
っ
た
。
あ
の
３
・
11
、
14

時
46
分
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
だ
。

　「
社
員
全
員
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
待
ち
、

そ
れ
か
ら
子
ど
も
を
学
校
に
迎
え
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
下
駄
箱
か
ら
靴
を

出
せ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
リ
ッ

パ
姿
で
、
暗
い
雪
の
な
か
の
校
庭
に
立
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

連
れ
避
難
所
に
移
動
す
る
途
中
、
駅
舎

が
真
っ
暗
で
、
電
車
が
止
ま
っ
て
い
る
と

い
う
光
景
を
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
ん

で
す
。
こ
れ
が
一
番
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」

と
語
る
小
林
さ
ん
は
、
今
で
も
そ
の
光
景

が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　
そ
ん
な
な
か
、
一
条
の
光
は
工
場
が

ガ
ス
も
電
気
も
水
道
も
無
事
だ
っ
た
こ

福
島
の
安
全
で
美
味
し
い

食
材
を
届
け
た
い
！

第12回

福
島
県
郡
山
市

◉人口：約33万6000人
◉面積：757.20㎢
◉概要： 福島県の中央に位置する商都。鉄道や幹線道路を介して

東西南北どちらの方向にも移動できる交通の要衝
◉特徴： 江戸時代に宿場町になり、明治期に安積（あさか）疏水が

開削されて以来都市化が進んだ。音楽活動が盛んで、
2008年に「音楽都市」を宣言した

◉特産品：鯉、ゆべし、薄皮饅頭など

郡
山
市
で
は
、
拠
点
で
自

動
車
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換

え
、
目
的
地
ま
で
移
動
し

て
も
ら
う
パ
ー
ク
・
ア
ン

ド
・
ラ
イ
ド
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
中
心
市
街
地
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
が
目
的

で
、
拠
点
の「
大
槻
車
庫

前
」
に
は
40
台
分
の
無
料

駐
車
場
が
あ
る
。
病
院
や

大
規
模
商
業
施
設
な
ど
を

経
由
し
て
郡
山
駅
に
行
く

バ
ス
も
あ
り
、
市
民
の
足

と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

起き上がり小法師
郡山市

福 島 県

ピ
ン
チ
を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
で
き
る
よ
う
、

気
負
わ
ず
に
一
つ
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

株
式
会
社
福
豆
屋

　
専
務
取
締
役

小
林 

文
紀
さ
ん 
こ
ば
や
し
・
ふ
み
き

５
年
、10
年
先
の
遠
い
目
標
だ
け
は
忘
れ
ず
に
、進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
ブ
レ
な
い
こ
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
福
島
屋
商
店
　
事
務
局
長

馬
場 

幸
蔵
さ
ん 

ば
ば
・
こ
う
ぞ
う

郡
山
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ

今回の
キーパーソン
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と
。「
仲
の
い
い
新
潟
県
や
山
形
県
の
駅

弁
屋
さ
ん
が
、
容
器
や
ガ
ソ
リ
ン
を
持
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
あ
っ
た

か
ら
今
が
あ
る
ん
で
す
」
と
語
る
小
林

さ
ん
は
、
仲
間
の
助
け
に
感
謝
し
な
が

ら
休
ま
ず
に
駅
弁
を
つ
く
り
続
け
た
。

風
評
被
害
の
克
服
を
目
指
し
て

　
福
島
県
の
民
芸
品
「
起
き
上
が
り
小

法
師
」
の
よ
う
に
、
何
度
で
も
立
ち
上

が
る
小
林
さ
ん
は
、
風
評
被
害
に
も
屈

し
な
か
っ
た
。

　
大
震
災
の
２
カ
月
後
に
、
風
評
被
害

の
克
服
を
目
指
し
て
設
立
宣
言
し
た

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
福
島
屋
商
店
の
事
務

局
長
・
馬
場
幸
蔵
さ
ん
の
考
え
方
に
賛

同
。
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
も

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
県
か
ら
の
要
望

に
、
福
の
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
し
、

７
月
か
ら
馬
場
さ
ん
と
と
も
に
活
動
を

開
始
し
た
。

　「
全
国
物
産
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り
（
浅
草

寺
）
へ
の
出
店
を
皮
切
り
に
、
７
月
か
ら

翌
年
の
３
月
ま
で
の
間
に
、
20
も
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
今
日
は
東
京
、

明
日
は
川
越
、
翌
日
に
は
会
津
…
…
と

駆
け
回
る
日
々
で
し
た
。
小
林
さ
ん
と

一
緒
に
夢
中
で
や
っ
た
よ
ね
」
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
馬
場
さ
ん
。

　
３
年
後
に
は
風
評
被
害
の
発
生
要
因

に
つ
い
て
、
社
会
心
理
学
的
な
視
点
で

研
究
を
続
け
て
い
る
立
命
館
大
学
文
学

部
応
用
社
会
心
理
学
の
佐
藤
達
哉
ゼ
ミ

に
所
属
す
る
学
生
で
構
成
さ
れ
た
サ
ト

ゼ
ミ
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
と
と
も
に
、

二
人
称
的
情

報
伝
達
活

動
を
開
始
。

「
子
ど
も
や

友
人
な
ど

信
頼
で
き

る
人
（
二
人
称
）
か
ら
、
福
島
県
の
野
菜

は
安
全
で
美
味
し
い
よ
と
い
う
情
報
を

伝
え
ら
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
福
島
県
の

野
菜
は
危
険
だ
と
思
っ
て
い
た
人
で
も
、

福
島
を
応
援
し
よ
う
、
福
島
は
心
配
な

い
と
い
う
意
識
に
変
化
し
て
く
る
ん
で

す
」
と
語
る
馬
場
さ
ん
の
地
道
な
努
力

は
、
確
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
の
１
月
17
日
か
ら
18
日

間
、
郡
山
市
の
活
性
化
を
目
指
し
、
特

産
品
の
鯉
を
使
用
し
た「
恋
す
る
鯉
丼
」

を
郡
山
市
役
所
内
の
食
堂「
花
か
つ
み
」

で
提
供
。
午
前
中
に
は
完
売
す
る
超
人

気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
馬
場
さ
ん
と
小
林
さ
ん
の
次

な
る
目
標
は
、「
福
島
の
野
菜
の
安
全
性

や
美
味
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者
が
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
っ
て
購
買
者
と
交
流
で
き
る
場
を

も
っ
と
提
供
し
た
い
」と
馬
場
さ
ん
。「
将

来
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
賑
わ
い
の

あ
る
生
活
を
築
け
る
よ
う
な
道
筋
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
小
林

さ
ん
。
希
望
に
満
ち
た
２
人
の
瞳
と
明

る
い
笑
い
声
は
、
多
く
の
人
に
元
気
と

勇
気
を
届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

藻谷浩介の
ここがポイント !

四
季
の
は
っ
き
り
し
た
福
島
県
の
食
材
は
超
一
級
。
厳
密
な
検
査

で
他
県
産
以
上
に
安
全
で
す
が
、
風
評
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
不
条
理
と
戦
う
小
林
さ
ん
と
仲
間
た
ち
は
、
で
も
い
つ
も

前
向
き
。
お
弁
当
に
も
通
販
商
品
に
も
、
そ
の
明
る
い
パ
ワ
ー
が

一
杯
に
詰
ま
っ
て
ま
す
よ
。
皆
さ
ん
も
是
非
お
買
い
上
げ
を
！

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

「ここだけ、今だけ、
あなただけ」の特別
な商品が満載の「福
島屋商店」や、楽し
いイベントを告知
する「福の島プロジ
ェクト」のサイトも
大人気！

福島県の食材を使った新商品を
日々開発している道の駅「たまかわ」
駅長の穂積俊一さん。

「たまかわ」で販売されている雑味の
ないトマトジュースとキウイの先祖と
いわれるさるなしのジュースは絶品。

創業250年の老舗・笹の川酒造の
山口哲蔵さんは10代目。福島屋
商店でも、特別純米酒「山桜」は
大人気。

ないトマトジュースとキウイの先祖と
いわれるさるなしのジュースは絶品。

鯉を天丼にした「恋する鯉丼」は、
郡山市と県南鯉養殖漁業協同組
合が運営する「鯉に恋する郡山プ
ロジェクト」の力で実現。

福島屋商店に出品するにこにこバラ園のオー
ナー・伊丹雅昭さんは、大阪から移住し、阿武
隈連峰の裾野で年間20万本のバラを生産。

香り豊かなバラ
ジャムも販売。

放射性物質の検査を受け、安全性
を認証されたシンボルマーク。

香り豊かなバラ
ジャムも販売。ジャムも販売。

福島県で唯一の駅弁屋となった
福豆屋の「海苔のりべん」は、JR
東京駅の「駅弁屋 祭」に到着する
や否やすぐに完売する超人気商品。

福島県の新鮮な野菜や果物を使用した
フレンチをホテルで堪能できるイベント

「フレンチの夕べ」は毎年大人気。
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お
金
で
は
買
え
な
い

財
産
を
守
る
！

　「
駅
弁
屋
は
、
電
車
の
窓
が
開
か
な
く

な
っ
た
ら
、
厳
し
い
時
代
に
な
る
。
だ
け

ど
、
従
業
員
と
工
場
は
、
ど
う
や
っ
た
っ

て
お
金
で
は
買
え
な
い
財
産
だ
か
ら
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」

　
闘
病
中
の
父
親
の
言
葉
に
、
当
時
、
東

京
で
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
た
小
林
文
紀
さ
ん

は
、
大
正
時
代
か
ら
続
く
老
舗
の
駅
弁

屋
「
福
豆
屋
」
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
。

１
９
９
５
年
４
月
に
入
社
し
た
。

　
し
か
し
父
の
言
葉
ど
お
り
、
駅
弁
屋
は

斜
陽
産
業
。
福
島
県
内
に
４
社
あ
っ
た

駅
弁
屋
が
、
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
姿
を

消
し
て
い
く
な
か
、「
ヒ
ッ
ト
商
品
の
開

発
か
ら
資
金
繰
り
ま
で
、
な
ん
で
も
や
り

ま
し
た
」
と
、
当
時
の
苦
労
を
心
に
秘
め
、

笑
顔
を
見
せ
る
小
林
さ
ん
。

さ
ら
な
る
苦
労
を
乗
り
越
え
て

　
10
年
前
、
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し

み
に
負
け
ず
、
２
人
の
子
ど
も
を
細
腕
一

つ
で
支
え
て
き
た
小
林
さ
ん
に
、
さ
ら
な

る
苦
難
が
襲
っ
た
。
あ
の
３
・
11
、
14

時
46
分
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
だ
。

　「
社
員
全
員
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
待
ち
、

そ
れ
か
ら
子
ど
も
を
学
校
に
迎
え
に

行
っ
た
ん
で
す
が
、
下
駄
箱
か
ら
靴
を

出
せ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
リ
ッ

パ
姿
で
、
暗
い
雪
の
な
か
の
校
庭
に
立
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を

連
れ
避
難
所
に
移
動
す
る
途
中
、
駅
舎

が
真
っ
暗
で
、
電
車
が
止
ま
っ
て
い
る
と

い
う
光
景
を
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
ん

で
す
。
こ
れ
が
一
番
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」

と
語
る
小
林
さ
ん
は
、
今
で
も
そ
の
光
景

が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

　
そ
ん
な
な
か
、
一
条
の
光
は
工
場
が

ガ
ス
も
電
気
も
水
道
も
無
事
だ
っ
た
こ

福
島
の
安
全
で
美
味
し
い

食
材
を
届
け
た
い
！

第12回

福
島
県
郡
山
市

◉人口：約33万6000人
◉面積：757.20㎢
◉概要：	福島県の中央に位置する商都。鉄道や幹線道路を介して

東西南北どちらの方向にも移動できる交通の要衝
◉特徴：	江戸時代に宿場町になり、明治期に安積（あさか）疏水が

開削されて以来都市化が進んだ。音楽活動が盛んで、
2008年に「音楽都市」を宣言した

◉特産品：鯉、ゆべし、薄皮饅頭など

郡
山
市
で
は
、
拠
点
で
自

動
車
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換

え
、
目
的
地
ま
で
移
動
し

て
も
ら
う
パ
ー
ク
・
ア
ン

ド
・
ラ
イ
ド
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
中
心
市
街
地
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
が
目
的

で
、
拠
点
の「
大
槻
車
庫

前
」
に
は
40
台
分
の
無
料

駐
車
場
が
あ
る
。
病
院
や

大
規
模
商
業
施
設
な
ど
を

経
由
し
て
郡
山
駅
に
行
く

バ
ス
も
あ
り
、
市
民
の
足

と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

起き上がり小法師
郡山市

福 島 県

ピ
ン
チ
を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
に
で
き
る
よ
う
、

気
負
わ
ず
に
一
つ
ず
つ
進
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

株
式
会
社
福
豆
屋
　
専
務
取
締
役

小
林 

文
紀
さ
ん 

こ
ば
や
し
・
ふ
み
き

５
年
、10
年
先
の
遠
い
目
標
だ
け
は
忘
れ
ず
に
、進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
ブ
レ
な
い
こ
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
福
島
屋
商
店
　
事
務
局
長

馬
場 

幸
蔵
さ
ん 

ば
ば
・
こ
う
ぞ
う

◉人口：約33万6000人

郡
山
市
っ

て
こ
ん
な

と
こ
ろ

今回の
キーパーソン



福島県田村市都路町「MIYAKOJI sweets yui」

【特定原材料】小麦・卵・牛乳

じゅうねんシフォンケーキ

　
ふ
ん
わ
り
と
し
た
生
地
に
、

控
え
め
な
甘
さ
。
気
が
つ
く

と
ホ
ー
ル
の
半
分
以
上
を

食
べ
て
い
る
…
…
な
ん
て

こ
と
も
。

　
こ
の
絶
妙
な
美
味
し
さ
の

「
じ
ゅ
う
ね
ん
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
」
を
誕
生
さ
せ
た
の
は
、

遠
藤
由
梨
子
さ
ん
（
30
歳
）
を

中
心
と
す
る
地
元
の
女
性
７

名
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
と
、
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
地
域
産
業
６
次

化
（
※
）
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
元
都
路
の
卵
や

じ
ゅ
う
ね
ん
（
エ
ゴ
マ
）
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
。

２
０
１
６
年
３
月
、
町
で
唯

一
の
プ
リ
ン
と
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。

　「
最
初
は
サ
ラ
ダ
油
の
代
わ

り
に
じ
ゅ
う
ね
ん
油
を
使
用

し
ま
し
た
が
、
思
っ
た
効
果

は
得
ら
れ
ず
、
値
段
が
高
く

な
る
だ
け
で
し
た
」
と
語
る

代
表
の
遠
藤
さ
ん
が
、
次
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、
じ
ゅ

う
ね
ん
の
実
を
生
地
に
練
り

込
む
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

実
を
そ
の
ま
ま
入
れ
た
の
で

は
、
粒
が
邪
魔
に
な
る
ば
か

り
。
最
終
的
に
た
ど
り
着
い

た
の
が
、
実
を
粉
末
に
し
て
、

生
地
に
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と

で
し
た
。

　「
じ
ゅ
う
ね
ん
の
粉
末
を
混

ぜ
合
わ
せ
た
こ
と
で
、
通
常

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
よ
り
優

し
い
甘
さ
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
弾
む
よ
う
な
笑
顔
で
語

る
ス
タ
ッ
フ
の
渡
辺
柚
香
さ

ん
（
22
歳
）
は
じ
め
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
の
太
陽
の
よ
う
な
笑

顔
に
、
店
内
は
い
つ
も
暖
か

な
安
ら
ぎ
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。

　「
地
元
の
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
と
い
う
思
い
で
、

日
々
新
し
い
商
品
を
考
案
中

で
す
」
と
語
る
遠
藤
さ
ん
の

瞳
も
、
希
望
で
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。

※
農
林
水
産
物
の
生
産
（
第
１
次
産
業
）
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
の
加
工
（
第
２
次

産
業
）
や
販
売
（
第
３
次
産
業
）
も
ト
ー
タ
ル

に
推
進
す
る
こ
と
。

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
が
生
ま
れ
た

の
は
１
９
２
０

年
代
の
ア
メ
リ
カ
・

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
。
エ
ア
リ
ー

に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
ケ
ー
キ

は
当
時
の
人
た
ち
を
魅
了
し
、

そ
の
レ
シ
ピ
は
20
年
も
の
間
、

門
外
不
出
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
ち
ら
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

も
、
箱
を
開
け
る
と
目
を
見

張
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
ま
ず
魅

了
さ
れ
ま
す
。
な
の
に
い
く

ら
で
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
軽
さ
は
ま
さ
し
く
シ

フ
ォ
ン
の
よ
う
。
ス
ー
パ
ー

フ
ー
ド
と
し
て
注
目
の
エ
ゴ

マ
の
風
味
が
ど
こ
か
懐
か
し

く
て
、
日
本
茶
に
も
よ
く

合
い
ま
す
。
こ
っ
て
り
と
し

た
味
わ
い
の
西
洋
菓
子
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
と
い
っ
た
ご

高
齢
の
方
に
も
お
薦
め
で
す
。

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、メ

ニ
ュ
ー
開
発
に
長
年
従
事
し
、
新
聞
、

雑
誌
、
講
演
会
な
ど
で
も
活
躍
。
著
書

や
監
修
本
は
60
冊
以
上
あ
る
。
簡
単

で
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
提
案
と
親
し
み

や
す
い
解
説
で
人
気
を
得
て
い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村 

泰
子
氏
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ホームページはこちら☞https://www.miyakoji-sweets-yui.com
「人と地域を笑顔で結びたい。という思いで、店名をyu i（結）としました」（遠藤談）

じゅうねん（エゴマ）の実の
粉末と、真っ黄色の都路の卵

プ

ロ

か

ら
、

ひ

と

言

！




